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非常時通信
デモンストレーション

２０１２

日本医師会
平成２４年度都道府県医師会救急災
害医療担当理事連絡協議会



「都道府県医師会救急災害医療担当理事連絡協議会」を開催
平成24年7月26日（木）13時～16時、日医会館小講堂・ホール
• 災害時の非常時通信デモンストレーション
– ＪＡＸＡ（独立行政法人宇宙航空研究開発機構）との連携
– クラウド・コンピューティングによる情報共有

シナリオ１
•札幌市に大震災が発生、建物倒壊や火災が起こり、情報通信が途絶した
と想定。

•JAXAの衛星「きずな」を通して、TV会議を行い、北海道医師会、埼玉県医
師会、日本医師会が情報共有。JMATの派遣を決定。

•クラウド・コンピューティングにより、カルテ、避難所情報を共有。

シナリオ２
•東京で大震災が発生し、日医会館も被災し、機能が停止したと想定。
•北海道医師会、埼玉県医師会、日本医師会がTV会議。
•三者間の契約に基づき、日医の情報連絡窓口・機能を両医師会に移管。

東日本大震災の教訓の一つ、「情報の共有」

2



北海道医師会

日本医師会

筑波宇宙センター

インターネット接続

埼玉県医師会

①3地点間でのテレビ会議

災害時の非常時通信デモンストレーション
（平成24年７月２６日）

②無線LANによる
インターネット

←日医会館に設置したJAXAの衛星アンテナ

超高速インターネット通信衛星
「きずな」

左：長瀬北海道医師会長
右：石井常任理事
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シナリオ１ 札幌市で大震災が発生（１）

札幌市で西札幌断層を震源とする大型地震
が発生し、情報通信、インターネットが途絶し
た場合を想定した。

被災地では、熱傷、骨折、四肢切断、挫滅症
候群などの患者が多数発生し、西区・北区の
住宅地、すすきの等繁華街で複数箇所から
広範囲に火災が発生、中核的な病院も被災、
さらに、今まで経験したことのない猛暑が到来
したと仮定した。

4 「都道府県医師会救急災害医療担当理事連絡協議会」（平成24年7月26日）



シナリオ１ 札幌市で大震災が発生（２）

北海道医師会は、衛星「きずな」を通じて、日
本医師会、埼玉県医師会とテレビ会議を実施
し、現地対策本部の設置やJMATの派遣を依
頼する手順を確認した。

さらに、「きずな」のネットワークを用い、救護
所の患者のカルテ（電子、スキャンした紙カル
テ）、避難所の情報をクラウドへ投入した。そ
して、そのファイルを、日本医師会が閲覧、
JMATの派遣を決定し、同様に閲覧していた
埼玉県医師会に派遣を要請した。

5 「都道府県医師会救急災害医療担当理事連絡協議会」（平成24年7月26日）



クラウドによる情報共有

※画像は、デモ用のもの

（平成24年7月26日 災害時の非常通信デモンストレーションより）
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クラウド型電子カルテで避難所巡回診療
福島県新地町 4/16/‘11

7 姫野信吉先生資料より（平成24年7月26日日本医師会救急災害医療担当理事連絡協議会）



災害時の非常時通信デモンストレーション
シナリオ２ 首都圏で大地震発生、日医機能喪失

日本医師会は、被災した時に備え、北海道医師
会、埼玉県医師会と、「情報・連絡業務委託契約」
を締結している。

シナリオでは、この契約を前提として、折しも大型
台風が東京を襲っている最中に、突如、東京で
大地震が発生したケースを想定した。

日本医師会館も被災、機能を喪失する中、かろう
じて、「きずな」でインターネットにアクセス、北海
道医師会、埼玉県医師会と連絡を取れた、という
設定。
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災害時の非常時通信デモンストレーション
シナリオ２ 首都圏で大地震発生、日医機能喪失

想定した被害

東京湾で津波が発生、大型台風による高潮と
あいまって、想定以上の高さ。

木造家屋密集地帯の建物倒壊、火災

急傾斜した地区の崩壊：大型台風による集中
豪雨で地盤が緩んだところに、激しい地震が
襲ったため

深刻な液状化の広範囲発生：避難や救助活動
の障害

交通網の寸断で、支援困難
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災害時の非常時通信デモンストレーション

シナリオ２ 首都圏で大地震発生、日医機能喪失

日医の機能回復は当面望めない。
↓

北海道医師会に要請
日医・北海道医師会・埼玉県医師会との契約に基づく日
医の情報・連絡窓口業務の委託
北海道医師会館への日医の災害対策本部の設置
立川に移転した政府に対し、北海道医師会が情報・連
絡窓口であることの通告
全国の道府県医師会に対し、JMATの派遣要請

埼玉県医師会に要請
日本医師会の現地対策本部の設置
東北、北関東、新潟県からのＪＭＡＴの拠点
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このデモンストレーションを踏まえ、多くの被災者を支援したいとの共
通認識の下に、より有効なインターネット衛星による災害時の情報共
有手段の確立を目指して、日医とＪＡＸＡとの協定締結に至った



出席者のデモンストレーションへの評価

参考に
なった

どちらと
もいえな
い

あまり参
考になら
なかった

「きずな」・クラウド
型医療情報システ
ムの概要説明

66 6 1

シナリオ１「北海道
医師会」

61 10 2

シナリオ２「日医会
館」

61 10 2

11



出席者のデモンストレーションへの評価主な意見・要望
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クラウドを用いた電子カルテについて、もっと知りたい。

災害時の連絡情報ネットワークの確立！！（ＪＡＸＡも含めて） 「き
ずな」を使えば、大量のデータを短時間内に処理できることをもっ
と見せた方がよいのでは。

「きずな」を使った情報交換できる人をどうやって育成するか？
もしかしたら日本で２０名くらいの災害ドクターのコマンダーを養成
するのか。

「きずな」を利用した様々な取り組みをさらに具体的に説明すると
ともに、実際に使える「きずな」のシステムの構築をすすめれば、
災害時の情報通信の問題は解決される。行政任せではなく、ＪＭ
ＡＴの取り組みも各県医師会が防災計画に取り入れ、柔軟に対応
、動けるように話を進めていただきたい。

インフラがダウンしている状況（停電etc.）の中で、いかにJAXAシ
ステムが動かされるのか。発電あるいはバッテリーはどの程度機
能するのか。どのような装置を準備すべきか。福島での原発事故
対策ではインフラダウンが大きな問題だったことから、実際的な対
応についての検討をしてほしい。


